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研究の背景研究の背景

大規模国際空港の整備に伴い、空港間の競争が大規模国際空港の整備に伴い、空港間の競争が

激化激化

関西空港や中部空港などの活性化及び有効活用関西空港や中部空港などの活性化及び有効活用

が要求されるが要求される

国際水平分業の進展に伴い、企業のロジスティク国際水平分業の進展に伴い、企業のロジスティク

ス活動のグローバル化が拡大ス活動のグローバル化が拡大

⇒国際航空貨物の増加⇒国際航空貨物の増加

国際空港の活性化のカギの一つは国際航空貨物国際空港の活性化のカギの一つは国際航空貨物

の増大の増大
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航空事業者

国際線乗り入れ

荷主

当該空港利用

国際輸送ネット
ワークが充実
すれば当該空
港を利用

需要さえあれば
国際線就航

ただし、帰り荷も
重要

背後圏の需要をどう取り込むかが重要？

どうすれば国際航空貨物輸送ネットワークの充実化を図れるか？

研究の背景
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国際航空貨物を誘致するために国際航空貨物を誘致するために
考慮すべき要因考慮すべき要因

航空貨物の流動パターン

フラッグキャリアの競争力（運賃、ネットワーク等）

空港インフラの容量及びコスト

臨空物流基地

【荷主】

【キャリア】

【空港】
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成田・関西空港の国際航空貨物取扱量の推移成田・関西空港の国際航空貨物取扱量の推移
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国際航空貨物取扱量の内訳の比較国際航空貨物取扱量の内訳の比較
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問題意識

外国の空港はほとんど取扱量が伸びているのに、日本の

空港においては横ばいあるいは減少している原因は？

各空港で大きなシェアを占めているトランジット貨物に

ついての統計が皆無

国際航空貨物の真の流動経路は？

日本の空港においても海運輸送と同様に支線化が

進んでいるのでは？
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研究の目的研究の目的

国際航空貨物の輸送におけるトランジット利用の実態国際航空貨物の輸送におけるトランジット利用の実態をを

把握把握・・分析分析し国際航空貨物の真の流動ルートを明確化し国際航空貨物の真の流動ルートを明確化

東アジア地域の主要空港間における競争の現状を明ら東アジア地域の主要空港間における競争の現状を明ら

かにかに

東アジア地域における国際航空貨物輸送ネットワーク上東アジア地域における国際航空貨物輸送ネットワーク上

のハブ＆スポーク体系の実態を究明のハブ＆スポーク体系の実態を究明

日本の日本の空港がそれぞれの特性を活かしつつ、競争と連携空港がそれぞれの特性を活かしつつ、競争と連携

を基に発展していくための課題、発展戦略を基に発展していくための課題、発展戦略等等を検討を検討
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航空貨物の流れ①一般貨物（直送）航空貨物の流れ①一般貨物（直送）

荷
送
人

航
空
代
理
店

通
関
業
者

航
空
代
理
店

集荷

持込

通関 保税輸送

搬入

航
空
貨
物

取
扱
業
者

通
関
業
者

航
空
貨
物

取
扱
業
者

荷
受
人

通関

配達

引渡

引渡
航
空
会
社

航
空
会
社

航空運送

輸入申告書提出

HAWB発行



7

(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007
1313

混載仕立 保税輸送

航空貨物の流れ②一般貨物（混載）航空貨物の流れ②一般貨物（混載）
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用語の整理用語の整理

HAWB (House Air Way Bill)HAWB (House Air Way Bill)
混載業者が混載業者が個々の荷主に個々の荷主に発行する航空運送状発行する航空運送状

MAWB (Master Air Way Bill)MAWB (Master Air Way Bill)
航空会社航空会社がが混載貨物を混載貨物を引き受ける時引き受ける時混載業者に発行する運送状混載業者に発行する運送状

Cargo ManifestCargo Manifest
航空機の出発・到着に際し税関等政府機関に提出する搭載貨物の目録航空機の出発・到着に際し税関等政府機関に提出する搭載貨物の目録

⇒⇒Master ManifestMaster Manifest：各便の貨物についての：各便の貨物についてのMasterMaster情報だけを集めた運送目録情報だけを集めた運送目録

⇒⇒House Manifest:House Manifest:混載業者が混載運送状に基づいて作成した運送目録混載業者が混載運送状に基づいて作成した運送目録
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国際航空トランジット貨物の定義国際航空トランジット貨物の定義

A Airline A Airline
A Airline B Airline

A Airline A Airline
A Airline B Airline

A Airline A Airline
A Airline B Airline

経由空港で積替え
が行われる貨物

Case 1

空港に隣接した自由貿易地
区に位置したフォワーダの
施設で流通加工が施される
貨物

経由空港のカーゴターミナ
ルでしばらく滞在する貨物

Case 2

Case 3

最初出発空港 経由空港 最終到着空港
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国際航空貨物動態調査の概要国際航空貨物動態調査の概要
国際航空貨物の総合的な実態をとらえること国際航空貨物の総合的な実態をとらえること
により、国際航空貨物の需要動向の予測や空により、国際航空貨物の需要動向の予測や空
港ターミナルの計画策定、国際航空貨物輸送港ターミナルの計画策定、国際航空貨物輸送
体系の検討などを目的体系の検討などを目的

航空局が航空局が22年に年に11回実施回実施

国際航空運送協会（国際航空運送協会（IATAIATA）加盟の航空貨物代）加盟の航空貨物代
理店及び航空貨物運送協会（理店及び航空貨物運送協会（JAFAJAFA）加盟の利）加盟の利
用航空運送事業者用航空運送事業者

航空運送状を発行した輸出航空貨物及び税航空運送状を発行した輸出航空貨物及び税
関に対して輸入申告した輸入貨物関に対して輸入申告した輸入貨物

調査日：各年度の１０月の１日間調査日：各年度の１０月の１日間
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分析データ及び方法分析データ及び方法

20012001年度、年度、20032003年度、年度、20052005年度の年度の33ヵ年分のヵ年分の『『国国
際航空貨物動態調査報告書際航空貨物動態調査報告書』』の個表のデータを入の個表のデータを入
手（搭載便名、最終仕向け国、原仕出し国など）手（搭載便名、最終仕向け国、原仕出し国など）

調査年度ごとに日本に就航していた、旅客便及び調査年度ごとに日本に就航していた、旅客便及び
貨物便のスケジュールと最終目的地、最初出発地、貨物便のスケジュールと最終目的地、最初出発地、
経由地、共同運航便の状況等を入力（経由地、共同運航便の状況等を入力（OAGOAGのデーのデー
タを活用）タを活用）

両方を照会し、両方を照会し、HAWBHAWB上の最終仕向国・原仕出国と上の最終仕向国・原仕出国と
搭載便の目的地・出発地が一致しない件に関して搭載便の目的地・出発地が一致しない件に関して
は、トランジットと推定は、トランジットと推定

⇒成田から⇒成田からKE702KE702に搭載されているのに、最終目的に搭載されているのに、最終目的
地が中国となっているものは、仁川空港でトランジッ地が中国となっているものは、仁川空港でトランジッ
トされるものと見なすトされるものと見なす

(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007
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国際航空貨物動態調査の限界国際航空貨物動態調査の限界

11日だけの調査では全体像が把握できない日だけの調査では全体像が把握できない

⇒国際航空貨物は、曜日変動が激しい⇒国際航空貨物は、曜日変動が激しい

⇒臨時・チャーター便の運行状況、為替相場⇒臨時・チャーター便の運行状況、為替相場
等の経済的な影響に依存等の経済的な影響に依存

⇒方面によっては、あるいは、地方空港にお⇒方面によっては、あるいは、地方空港にお
いては、国際線は週いては、国際線は週11，，22便しか就航していな便しか就航していな

い場合が多いい場合が多い

本来は本来は11週間の調査が理想的週間の調査が理想的



10

(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007
1919

直行便・経由便の割合（輸出）直行便・経由便の割合（輸出）
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経由便・直行便の割合（輸入）経由便・直行便の割合（輸入）
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成田成田空港空港発発輸出貨物輸出貨物のの経由の割合経由の割合

21.6 21.6 2,891.85 2,891.85 13,416.6 13,416.6 21.4 21.4 1,870 1,870 8,731 8,731 20052005

18.0 18.0 317.56 317.56 1,767.49 1,767.49 19.8 19.8 1,293 1,293 6,516 6,516 20032003

22.7 22.7 289.79 289.79 1,274.02 1,274.02 19.5 19.5 1,161 1,161 5,952 5,952 20012001

割合割合
（％）（％）

経由経由トータルトータル
割合割合
（％）（％）

経由経由トータルトータル

重量重量((トントン))件数件数
調査調査

年度年度
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関西空港関西空港発発輸出貨物輸出貨物のの経由の割合経由の割合

24.6 24.6 1,749.97 1,749.97 7,116.03 7,116.03 24.6 24.6 860 860 3,494 3,494 20052005

27.6 27.6 144.23 144.23 522.02 522.02 22.8 22.8 525 525 2,305 2,305 20032003

29.9 29.9 176.67 176.67 590.70 590.70 25.6 25.6 630 630 2,462 2,462 20012001

割合割合
（％）（％）

経由経由トータルトータル
割合割合
（％）（％）

経由経由トータルトータル

重量重量((トントン))件数件数
調査調査

年度年度
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中部空港中部空港発発輸出貨物輸出貨物のの経由の割合経由の割合

32.5 32.5 709.92 709.92 2,184.32 2,184.32 32.4 32.4 311 311 961 961 20052005

52.9 52.9 37.26 37.26 70.49 70.49 38.5 38.5 107 107 278 278 20032003

42.1 42.1 42.31 42.31 100.51 100.51 35.9 35.9 169 169 471 471 20012001

割合割合
（％）（％）

経由経由トータルトータル
割合割合
（％）（％）

経由経由トータルトータル

重量重量((トントン))件数件数
調査調査

年度年度
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日本からアメリカへの輸出の際の日本からアメリカへの輸出の際の
トランジット輸送の割合（重量）トランジット輸送の割合（重量）
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日本日本ーーアメリカ経由国（輸出）アメリカ経由国（輸出）
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(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007
2626

日本からヨーロッパへの輸出の際の日本からヨーロッパへの輸出の際の
トランジット輸送の割合トランジット輸送の割合

253.4
199.5

323.4

162.8

118.8

341.4

0

200

400

600

800

2001 2003 2005 調査年度

トン

直行 経由

416.2

39.1% 318.3

37.3%

664.8

51.4%
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(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007
2727

日本日本ーーヨーロッパ経由国（輸出）ヨーロッパ経由国（輸出）

53

21

56

33

31

43

37

11

23

7

58

10

2518

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2001

2003

2005

韓国 オランダ フランス シンガポール 香港 タイ その他

件
28.5ｔ

件
3.1ｔ

件
31.9ｔ

件
5.2ｔ

件
2.5ｔ

件
20.4ｔ

件
8.4ｔ

件
27.1ｔ

件
2.4ｔ

件
6.2ｔ

件
9ｔ

件
2.8ｔ

件
1.8ｔ

件
0.4ｔ

(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007
2828

まとめまとめ

日本を出入りする輸出航空貨物の約３割がト日本を出入りする輸出航空貨物の約３割がト
ランジット輸送を利用していることが判明。とランジット輸送を利用していることが判明。と
りわけ、関西空港、中部空港から欧米方面へりわけ、関西空港、中部空港から欧米方面へ
の輸出入において経由が多いの輸出入において経由が多い

⇒これらの空港からの欧米方面へのネットワー⇒これらの空港からの欧米方面へのネットワー
クの不足の現われクの不足の現われ

このようなトランジット輸送の実態をより明確このようなトランジット輸送の実態をより明確
かつ総合的に把握するためにも、海外の空かつ総合的に把握するためにも、海外の空
港も含めた調査が必要港も含めた調査が必要
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(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007
2929

目目 次次

１．研究の背景と目的１．研究の背景と目的

２．日本における国際航空貨物流動の現状２．日本における国際航空貨物流動の現状

３．国際航空トランジット貨物調査３．国際航空トランジット貨物調査

３－３－11 調査の概要調査の概要

３－２３－２ 日本の３空港における現状日本の３空港における現状

３－３３－３ 外国の空港における現状外国の空港における現状

４．大陸間国際航空貨物をめぐるアジア地域の主要空４．大陸間国際航空貨物をめぐるアジア地域の主要空
港間の競争の実態港間の競争の実態

５．まとめ及び今後の課題５．まとめ及び今後の課題

(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007
3030

国際航空貨物の現状および動向等分析

日本および周辺諸国の主要空港に
おける国際航空トランジット貨物の

実態調査

調査対象空港における航空貨物輸
送サービス品質の比較分析

東アジア地域における国際航空貨
物の流動実態に関する分析

国際空港貨物の輸送経路および空港の
選択要因に関する分析

課題の整理

調査の目的と背景
外国研究機関との

研究協力

データベース

各国のフォワーダー
･大手荷主に対する

アンケート調査

研究内容の構成
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(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007
3131

調査の体制調査の体制

台南科技大学台南科技大学台湾台湾

シンガポール国立大学シンガポール国立大学シンガポールシンガポール

仁川市立大学仁川市立大学韓国韓国

運輸政策研究所運輸政策研究所日本日本

参加機関参加機関

EASTS（東アジア交通学会）傘下の国際共同研究

の形で推進

学識経験者、航空局、空港関係者、定期航空協会、

JAFAなどで構成される国内委員会設置

⇒全体の調査方針、方法などについて議論

(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007
3232

調査の期間調査の期間

同期間中に調査対象空港に到着したか、出同期間中に調査対象空港に到着したか、出
発した貨物発した貨物

到着分到着分：：１月１月1212日～１月日～１月2020日に到着した貨物日に到着した貨物

出発分出発分：：１月１月1414日～日～11月月2222日に出発した貨物日に出発した貨物

平成１９年１月１４日（日）００時00分～
１月２０日（土）２４時00分 １週間
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(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007
3333

調査対象空港及びエアライン調査対象空港及びエアライン

EVAEVA、、CALCAL桃園空港桃園空港台湾台湾

SIASIAチャンギ空港チャンギ空港シンガポールシンガポール

KALKAL、、AARAAR仁川空港仁川空港韓国韓国

JALJAL、、ANAANA、、
NCANCA

成田空港、関西成田空港、関西
空港、中部空港空港、中部空港

日本日本

対象エアライン対象エアライン対象空港対象空港

(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007
3434

実態調査の方法実態調査の方法

Civil Aviation Authority of Civil Aviation Authority of 
Singapore Singapore の公表データを入手の公表データを入手ＳＩＡＳＩＡシンガポールシンガポール

ＥＶＡ、ＣＡＬＥＶＡ、ＣＡＬ台湾台湾

エアラインのカーゴマネジメ
ントシステムから必要な項目
を出力

ＫＡＬ、ＡＡＲＫＡＬ、ＡＡＲ韓国韓国

Master Manifest、House 
Manifest のコピーを日付別、

空港別、搭載便別、輸出・輸
入別に入手

ＪＡＬ、ＡＮＡＪＡＬ、ＡＮＡ

ＮＣＡＮＣＡ
日本日本

データ提供等データ提供等対象対象エアラインエアライン対象国対象国
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(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007
3535

調査対象の貨物調査対象の貨物

それぞれの空港で仮陸揚げ申告された貨物だけ
でなく機移しや機残りなどのスルー貨物も対象

調査期間中に各空港を経由し、第3国に輸送され

た際々トランジット貨物

空港

スルー貨物

仮陸揚貨物

トランジット貨物

(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007
3636

出発空港 到着空港

出発空港 到着空港
経由空港
（調査対象空港）

出発日

品目名
重量

到着日

出発日、時間
利用機種

到着日、時間

品目名
個数
重量 到着日、時間

再出発日、時間
滞在時間
利用機種

品目名
個数
重量

【従来統計】

【今回調査】

：今回調査で把握できる項目

今回の調査の特徴今回の調査の特徴
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(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007
3737

データの取り方データの取り方

Cargo ManifestCargo Manifestを使って、を使って、HAWBHAWB単位の各貨物の出単位の各貨物の出
発空港から最終到着空港までの一連の動きを把握発空港から最終到着空港までの一連の動きを把握

下記のようなフォームで各調査対象空港のデータを整下記のようなフォームで各調査対象空港のデータを整
理集計理集計

(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007
3838

調査結果の概要調査結果の概要

3,571.68

194.91

8,616.75

6,177.84

3,081.19

9,640.81

295.58

0
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12000

日
本

全
体

成
田

空
港

関
西

空
港

中
部

空
港

仁
川

空
港

桃
園

空
港
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ギ
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港

トン 【到着分基準】
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(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007
3939

トランジット貨物の到着日別分布トランジット貨物の到着日別分布

0

500

1,000

1,500

2,000

1/14（日） 1/15（月） 1/16（火） 1/17（水） 1/18（木） 1/19（金） 1/20（土）

(ｔ) 成田空港 関西空港 中部空港 仁川空港 桃園空港

(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007
4040

トランジット貨物の出発日別分布トランジット貨物の出発日別分布

0

500

1,000

1,500

1/14（日） 1/15（月） 1/16（火） 1/17（水） 1/18（木） 1/19（金） 1/20（土）

(ｔ) 成田空港 関西空港 中部空港 仁川空港 桃園空港
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(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007
4141

各空港の仮陸揚の総量と本邦３社の占める割合各空港の仮陸揚の総量と本邦３社の占める割合
（（20062006年年のの11年間年間））

成田空港においては約成田空港においては約99割が日系のエアライン、残りは外国割が日系のエアライン、残りは外国
系のエアライン系のエアライン
関西空港は関西空港は4545％⇒外国系エアラインによるフレーターの就％⇒外国系エアラインによるフレーターの就
航が多い結果航が多い結果
中部空港はＴＡＣＭ輸送やコタミ輸送が多い影響中部空港はＴＡＣＭ輸送やコタミ輸送が多い影響

51,86151,861
44,96444,964

443,662443,662
本邦本邦33社の実績社の実績

129.8% 129.8% 39,94839,948中部空港中部空港

45.3% 45.3% 99,25699,256関西空港関西空港

89.5% 89.5% 495,678495,678成田空港成田空港

割合割合仮陸揚量仮陸揚量

単位：トン

注）仮陸揚量は税関の貿易統計、本邦３社の実績は各社の集計を基準

(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007
4242

取得データの概要取得データの概要

93.9 93.9 98.9 98.9 2618.0 2618.0 295.6 295.6 105.4 105.4 2789.42789.4264726471447144712001200中部中部

52.6 52.6 35.9 35.9 1726.3 1726.3 194.9 194.9 68.2 68.2 3281.83281.8481548152753275320622062関西関西

87.0 87.0 81.3 81.3 27290.5 27290.5 3081.2 3081.2 93.5 93.5 3138031380335703357018000180001557015570成田成田

割合割合
（（C/BC/B））

割合割合

（（C/AC/A））

月月換算換算
実績実績

（Ｃ）（Ｃ）

調査調査

実績実績

割合割合

（（B/AB/A））

総量総量

(B)(B)
合計合計

（（AA））
取卸取卸積込積込

調査実績調査実績
本邦本邦33社社の実績の実績

（（11月月））

税関の仮陸揚税関の仮陸揚量量

（（11月）月）

成田・中部空港においてはトランジット貨物の大半が調査できた。

このような調査によって、各空港別での外国系のエアラインが占める割合も
推測できた。

単位：トン
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(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007
4343

目目 次次

１．研究の背景と目的１．研究の背景と目的

２．日本における国際航空貨物流動の現状２．日本における国際航空貨物流動の現状

３．国際航空トランジット貨物調査３．国際航空トランジット貨物調査

３－３－11 調査の概要調査の概要

３－２３－２ 日本の３空港における現状日本の３空港における現状

３－３３－３ 外国の空港における現状外国の空港における現状

４．大陸間国際航空貨物をめぐるアジア地域の主要空４．大陸間国際航空貨物をめぐるアジア地域の主要空
港間の競争の実態港間の競争の実態

５．まとめ及び今後の課題５．まとめ及び今後の課題

(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007
4444

成田空港への輸入国の地域別分布成田空港への輸入国の地域別分布

北アメリカ

552.04t(17.92%)

オセアニア

6.7t(0.22%)

アジア

2,476.17t(80.36%)

ヨーロッパ

40.76ｔ(1.32%)

中南米

5.52t(0.18%)

アフリカ

0.0ｔ(0.0%)
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(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007
4545

成田空港からの輸出国の地域別分布成田空港からの輸出国の地域別分布

北アメリカ

1,650.76t(53.58%)

オセアニア

124.22t(4.03%)

アジア

654.91t(21.26%)

ヨーロッパ

636.85ｔ(20.67%)

中南米

14.45t(0.47%)

アフリカ

0.0ｔ(0.0%)

(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007
4646

原仕出国の分布
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最終仕向国の分布
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成田空港を経由するトランジット貨物の成田空港を経由するトランジット貨物の
主な原仕出し国と最終仕向け国主な原仕出し国と最終仕向け国
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(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007
4747
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（トン）

成田成田空港を経由するトランジット空港を経由するトランジット
貨物の主な貨物の主なO/DO/Dペアペア

(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007
4848

関西空港への輸入国の地域別分布関西空港への輸入国の地域別分布
 

北アメリカ

3.36t(1.72%)

オセアニア

0.15t(0.08%)

アジア

189.87t(97.41%)

ヨーロッパ

1.54ｔ(0.79%)

中南米

0.0t(0.0%)

アフリカ

0.0ｔ(0.0%)
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(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007
4949

関西空港からの輸出国の地域別分布関西空港からの輸出国の地域別分布

 

北アメリカ

94.44t(48.45%)

オセアニア

10.20t(5.23%)

アジア

19.31t(9.91%)

ヨーロッパ

70.24ｔ(36.04%)

中南米

0.73t(0.37%)

アフリカ

0.0ｔ(0.0%)

(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007
5050

原仕出国の分布

24.33 13.37 7.38 7.32 6.01 3.36 2.66 1.61 1.53
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最終仕向国の分布93.7
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関西空港を経由するトランジット貨物の関西空港を経由するトランジット貨物の
主な原仕出し国と最終仕向け国主な原仕出し国と最終仕向け国
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(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007
5151
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（トン）

関西関西空港を経由するトランジット空港を経由するトランジット
貨物の主な貨物の主なO/DO/Dペアペア

(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007
5252

中部空港への輸入国の地域別分布中部空港への輸入国の地域別分布

 

北アメリカ

0.00t(0.0%)

オセアニア

0.00t(0.00%)

アジア

288.50t(97.60%)

ヨーロッパ

7.08ｔ(2.40%)

中南米

0.0t(0.0%)

アフリカ

0.0ｔ(0.0%)
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(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007
5353

中部空港からの輸出国の地域別分布中部空港からの輸出国の地域別分布

北アメリカ

213.01t(72.07%)

オセアニア

0.55t(0.19%)

アジア

10.38t(3.51%)

ヨーロッパ

71.64t(24.24%)

(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007
5454

原仕出国の分布
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最終仕向国の分布
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213.01

0
50

100
150
200
250

ア
メ
リ
カ

フ
ラ

ン
ス

イ
ギ

リ
ス

ド
イ

ツ

カ
タ
ー

ル

オ
ー

ス
トリ

ア

オ
ラ

ン
ダ

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

イ
タ
リ
ア

中
国

（トン）

中部空港を経由するトランジット貨物の中部空港を経由するトランジット貨物の
主な原仕出し国と最終仕向け国主な原仕出し国と最終仕向け国
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(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007
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（トン）

中部中部空港を経由するトランジット空港を経由するトランジット
貨物の主な貨物の主なO/DO/Dペアペア

(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007
5656

目目 次次

１．研究の背景と目的１．研究の背景と目的

２．日本における国際航空貨物流動の現状２．日本における国際航空貨物流動の現状

３．国際航空トランジット貨物調査３．国際航空トランジット貨物調査

３－３－11 調査の概要調査の概要

３－２３－２ 日本の３空港における現状日本の３空港における現状

３－３３－３ 外国の空港における現状外国の空港における現状

４．大陸間国際航空貨物をめぐるアジア地域の主要空４．大陸間国際航空貨物をめぐるアジア地域の主要空
港間の競争の実態港間の競争の実態

５．まとめ及び今後の課題５．まとめ及び今後の課題
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(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007
5757

仁川空港への輸入国の地域別分布仁川空港への輸入国の地域別分布

北アメリカ

607.37t(7.05%)

オセアニア

85.99t(1.00%)

アジア

7,513.63t(87.20％)

ヨーロッパ

409.76ｔ(4.76%)

中南米

0.0t(0.0%)

アフリカ

0.0ｔ(0.0%)

(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007
5858

仁川空港からの輸出国の地域別分布仁川空港からの輸出国の地域別分布

北アメリカ

5,391.77t(62.57%)

オセアニア

77.01t(0.89%)

アジア

2,053.39t(23.83%)

ヨーロッパ

1,086.56ｔ(12.61%)

中南米

0. 0t(0. 0%)

アフリカ

8.02ｔ(0.09%)
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(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007
5959

原仕出国の分布

577.1 570.46 534.39 438.99 231.48 202.73 195.71

1,354.06
1,125.03

2,687.86

0

1,000

2,000

3,000

中
国

日
本

香
港 タ

イ

マ
レ

ー
シ

ア

ア
メ
リ
カ

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

ベ
トナ

ム

フ
ィ
リ
ピ

ン
ド
イ

ツ

（トン）

最終仕向国の分布
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仁川空港を経由するトランジット貨物の仁川空港を経由するトランジット貨物の
主な原仕出し国と最終仕向け国主な原仕出し国と最終仕向け国

(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007
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（トン）

仁川仁川空港を経由するトランジット空港を経由するトランジット
貨物の主な貨物の主なO/DO/Dペアペア
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(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007
6161

桃園空港への輸入国の地域別分布桃園空港への輸入国の地域別分布

北アメリカ

2,414.25t(25.04%)

オセアニア

12.48t(0.13%)

アジア

6,512.86t(67.56%)

ヨーロッパ

699.55ｔ(7.26%)

アフリカ

0.0ｔ(0.0%)
中南米

1.66t(0.02%)

(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007
6262

桃園空港からの輸出国の地域別分布桃園空港からの輸出国の地域別分布

北アメリカ

4,809.91t(49.89%)

オセアニア

59.01t(0.61%)

アジア

3,837.85t(39.81%)

ヨーロッパ

913.23ｔ(9.47%)

中南米

20.80t(0.22%)

アフリカ

0.0ｔ(0.0%)
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(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007
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原仕出国の分布
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最終仕向国の分布
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桃園空港を経由するトランジット貨物の桃園空港を経由するトランジット貨物の
主な原仕出し国と最終仕向け国主な原仕出し国と最終仕向け国

(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007
6464
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桃園桃園空港を経由するトランジット空港を経由するトランジット
貨物の主な貨物の主なO/DO/Dペアペア
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(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007
6565

トランジット貨物の流動パターントランジット貨物の流動パターン

東アジア地域の拠点空港はアジア地域
から欧米地域へ輸送される国際航空貨
物のゲートウェイ空港の役割

大陸間の国際航空貨物輸送ネットワーク
上のハブ＆スポーク構図の形成

(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007
6666

目目 次次

１．研究の背景と目的１．研究の背景と目的

２．日本における国際航空貨物流動の現状２．日本における国際航空貨物流動の現状

３．国際航空トランジット貨物調査３．国際航空トランジット貨物調査

３－３－11 調査の概要調査の概要

３－２３－２ 日本の３空港における現状日本の３空港における現状

３－３３－３ 外国の空港における現状外国の空港における現状

４．大陸間国際航空貨物をめぐるアジア地域の主要空４．大陸間国際航空貨物をめぐるアジア地域の主要空
港間の競争の実態港間の競争の実態

５．まとめ及び今後の課題５．まとめ及び今後の課題
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(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007
6767

各国の輸出入トランジット貨物の輸送における
機材のタイプ別割合（重量基準）
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(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007
6868

トランジット貨物の品目別トランジット貨物の品目別滞留時間の滞留時間の特性特性
大分類 コード番 中分類 トン 滞留時間 トン 滞留時間 トン 滞留時間

1 魚介類 46.1 6.6 260.6 8.2 250.0 5.2

2 果実・野
菜

18.3 8.4 163.4 8.4 117.9 10.9

3 その他 26.8 26.6 48.5 17.4 79.7 12.1
繊維・同
製品

4 織物、衣
類、他

343.3 21.0 1351.5 35.9 836.1 17.3

5 医薬品 5.0 36.4 72.3 28.9 50.3 16.9

6 その他及
び危険物

182.3 51.8 272.0 31.1 177.2 21.8

7 真珠・貴
金属

0.1 33.5 1.3 30.0

8 陶磁器、
その他

25.8 29.0 65.2 31.5 14.6 13.4

金属製品 9 金属製品 131.0 27.5 375.0 26.5 228.3 17.9

10 コン
ピュー

302.5 15.4 918.4 21.6 548.3 16.4

11 半導体電
子部品

35.4 16.0 192.0 25.0 117.3 13.1

12

カメラ・時
計、映像
機器、音
響機器、
携帯電話

505.3 23.1 1615.9 25.7 1196.1 16.3

13

事務用機
器、機械
類，輸送
機

351.0 28.7 1047.6 25.6 786.4 20.4

日用雑貨
その他

14 その他 311.8 22.3 822.8 28.8 635.2 19.4

混載 15 混載 579.6 12.1 936.9 39.8 4377.8 18.8
国際宅配
便

16 国際宅配
便

0.6 34.4 28.2 13.3 1.4 18.7

不明 17 不明 56.9 28.0 442.6 26.0 241.8 23.9

化学製品

非金属鉱
物製品

機械機器

成田 仁川 桃園

食料品

食料品及びコンピュータ・半導体などの精密機器類食料品及びコンピュータ・半導体などの精密機器類
の滞留時間が相対的に短い。の滞留時間が相対的に短い。
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トランジット貨物の到着時間帯分布（重量）
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日本全体

仁川空港

桃園空港

仁川空港においては早朝、桃園空港においては仁川空港においては早朝、桃園空港においては

深夜時間帯での到着が多い。深夜時間帯での到着が多い。

(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007
7070

トランジット貨物の出発時間帯分布（重量）

0

500

1000

1500

2000

2500

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 時

トン

日本全体

仁川空港

桃園空港

仁川空港においては深夜、桃園空港においては仁川空港においては深夜、桃園空港においては

早朝時間帯での出発が多い。早朝時間帯での出発が多い。
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7171

仁川空港・桃園空港においては深夜及び早仁川空港・桃園空港においては深夜及び早
朝時間帯を利用した発着が多い朝時間帯を利用した発着が多い

航空貨物は旅客と違って深夜時間帯の出発航空貨物は旅客と違って深夜時間帯の出発
が好まれる。が好まれる。

⇒業務時間帯終了後空港への持込が可能⇒業務時間帯終了後空港への持込が可能

この時間帯の日本の空港は眠ったままこの時間帯の日本の空港は眠ったまま

2424時間運用は、空港の競争力を左右する大時間運用は、空港の競争力を左右する大

きな要因きな要因

トランジット貨物の発着時間帯分布

(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007
7272

日本における国内トランジットの活用日本における国内トランジットの活用

合計合計中部中部関西関西成田成田

上：上：重量重量（トン）（トン）

下：割合（％）下：割合（％）

合計合計

中部中部

関西関西

成田成田

3570.73570.7
（（ 100.0100.0 ））

253.5253.5
（（ 7.1 7.1 ））

208.9208.9
（（ 5.95.9 ））

3108.3 3108.3 
（（ 87.087.0 ））

295.6295.6
（（ 8.38.3 ））

179.7179.7
（（ 5.05.0 ））

7.87.8
（（ 0.20.2 ））

108.0 108.0 
（（ 3.03.0 ））

194.9194.9
（（ 5.55.5 ））

2.32.3
（（ 0.1 0.1 ））

114.3114.3
（（ 3.23.2 ））

78.478.4
（（ 2.22.2 ））

3080.23080.2
（（ 86.386.3 ））

71.571.5
（（ 2.02.0 ））

86.886.8
（（ 2.42.4 ））

2921.9 2921.9 
（（ 81.881.8 ））

到
着
空
港

到
着
空
港

出発空港出発空港

関西空港や中部空港に到着した貨物が成田空港に関西空港や中部空港に到着した貨物が成田空港に

横持ちされて再出発する割合が高い横持ちされて再出発する割合が高い
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(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007
7373

外国系の航空会社との提携輸送外国系の航空会社との提携輸送

1.52 1.52 1.71 1.71 全体に占める割合（％）全体に占める割合（％）

54.3354.33142142外国籍外国籍日本籍日本籍

0.10 0.10 0.24 0.24 全体に占める割合（％）全体に占める割合（％）

3.403.402020日本籍日本籍外国籍外国籍

トントン件件OUTOUTININ

18.4618.4614.66 14.66 全体に占める割合（％）全体に占める割合（％）

1591.031591.0320032003外国籍外国籍韓国籍韓国籍

2.05 2.05 3.72 3.72 全体に占める割合（％）全体に占める割合（％）

176.59176.59509509韓国籍韓国籍外国籍外国籍

トントン件件OUTOUTININ

日本の空港における外国系航空会社との連携輸送の現状

仁川空港における外国系航空会社との連携輸送の現状
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日本 ホノルル

合計 182件 102.22ﾄﾝ

その他

アトランタ

ダラス

エルパソ

ヒューストン

ロサンゼルス

ポートランド

サンディエゴ

シアトル

ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺ

9

4
44
4
8

81
3
1
3

25
2.15

1.83
28.93
2.77

10.51
38.12
1.88
0.79
1.80

13.46

ハワイを拠点とするアメリカへのハワイを拠点とするアメリカへの
輸送ルートの活用輸送ルートの活用

ホノルル行きの旅客便の

ベリースペースを活用して
ホノルルまで輸送し、アメリ
カ系のエアラインにトランス
ファーする形がほとんど。

最終仕向地 件数 重量（トン）
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中国からのトランジット貨物の到着時間帯分布中国からのトランジット貨物の到着時間帯分布

0
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350
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450

0 1 2 3 4 5 6 7 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23
時

トン

成田空港
関西空港
中部空港
仁川空港
桃園空港

仁川空港の場合、早朝、午後、深夜にかけて３～４回ピーク

現地の空港を深夜、午前、夜に出発した分

中国路線に理想的なネットワークが展開されている証拠
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中国からのトランジット貨物の中国からのトランジット貨物の出発出発時間帯分布時間帯分布
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時

トン

成田空港

関西空港

中部空港

仁川空港

桃園空港

仁川空港に集められた貨物は、その多くが深夜便で仁川空港を出発して
いる。 中国へのゲートウェイ空港としての役割が鮮明に現れている。
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日本全体

仁川空港

桃園空港

北 中

南 西

396.7t 497.3t
151.1t 0t

北 中

南 西

899.1t 1592.2t
194.3t 2.6t

北 中

南 西

0t 160.0t
5.3t 0t

北部

西部

中部

南部

北京

天津

青島

大連

上海

杭州

南京

広州

厦門

重慶

成都

中国発トランジット貨物の地域別分布中国発トランジット貨物の地域別分布

経済活動の旺盛な中部地域からの貨物が最も多くなっ
ているが、安い人件費を求め工場の立地が急速に進んで
いる北部地方からの貨物も急速な伸びを示している。
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中国発アメリカ行きの航空貨物量

中
国

ア
メ
リ
カ

約8,504t（１週間）

注）中国-アメリカ間の航空貨物貿易量は、2002年：約86676トン、2003年：約100152トン、
2004年：約172216トン、2005年：219929トンであった。この期間中の年平均成長率は約
174％であり、2006年の貿易量は382676トン、2007年は665856トンと推計される。ここ
から一週間あたりの貨物量を計算した。ICAO『OFOD』参照のこと

仁川経由

成田経由

関西経由

中部経由

桃園経由

1,897.15t

530.42t

69.88t

15.29t

151.76t

22.31％

6.24％

0.82％

0.18％

1.79％

中国発トランジット貨物の地域別分布中国発トランジット貨物の地域別分布
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香港発アメリカ行きの航空貨物量

香
港

ア
メ
リ
カ

約9,149t（１週間）

注）香港発アメリカ向けの航空貨物貿易量は、２００７年１月の実績で40,516.4トンであっ
た。この実績を基に７日間の実績を推計すると約9,149トンとなる
出典）Hong Kong Air Cargo Terminals Ltd のホームページ：http://www.hactl.com/en/default.htm

Asia Airfreight Terminal Ltd のホームページ：http://www.aat.com.hk/eng/index.htm

仁川経由

成田経由

関西経由

中部経由

桃園経由

966.5t

412.8t

9.0t

151.2t

1,928t

10.6％

4.5％

0.1％

1.7％

21.1％

香港香港――アメリカ間の航空貨物とトランジット貨物アメリカ間の航空貨物とトランジット貨物
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仁川・桃園空港を経由し欧米に輸出仁川・桃園空港を経由し欧米に輸出
される３空港発貨物の現状される３空港発貨物の現状

仁川

桃園

北米
欧州

成
田

関
西

中
部

合計

343トン

合計

489トン

合計

226トン

957トン

100トン
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目目 次次

１．研究の背景と目的１．研究の背景と目的

２．日本における国際航空貨物流動の現状２．日本における国際航空貨物流動の現状

３．国際航空トランジット貨物調査３．国際航空トランジット貨物調査

３－３－11 調査の概要調査の概要

３－２３－２ 日本の３空港における現状日本の３空港における現状

３－３３－３ 外国の空港における現状外国の空港における現状

４．大陸間国際航空貨物をめぐるアジア地域の主要空４．大陸間国際航空貨物をめぐるアジア地域の主要空
港間の競争の実態港間の競争の実態

５．まとめ及び今後の課題５．まとめ及び今後の課題
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トランジットカーゴの持つ意義トランジットカーゴの持つ意義

中国側の供給力の拡大及び機材の高性能化により中国側の供給力の拡大及び機材の高性能化により
今後トランジットの需要が縮小する懸念今後トランジットの需要が縮小する懸念

単に通過するだけのトランジット貨物の誘致は持続単に通過するだけのトランジット貨物の誘致は持続
可能ではない可能ではない

⇒競争条件の変化によってすぐ逃げられる⇒競争条件の変化によってすぐ逃げられる

将来的には空港のロジスティクスハブ化を通じて付将来的には空港のロジスティクスハブ化を通じて付
加価値を創出する機能を持たせることによって定着加価値を創出する機能を持たせることによって定着
可能可能
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ロジスティクスハブとしての拠点空港の概念図

• 組立・加工

• 販売・展示

• 包装・保管

自由貿易地域

流通加工

経済自由地域

선박거래, 보험, 금융, 물류교육 · 연구기관
등 공 · 항만관련 산업 집적

隣接産業団地

原材料・部品

完成品
海

外

自国内

空港の領域内

原材料・部品

完成品

搬入

搬入

トラン
ジット

(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007
8484

拠点空港のビジョン拠点空港のビジョン

空港アクセス

改善

空港背後地

開発

空港運営

改善

積極的な

マーケティング

戦略的な

航空自由化

トランジット貨物の

積極的な誘致

自国内輸出入

貨物需要増大

空港の競争力

強化

空港・地域の

経済発展
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本調査の成果本調査の成果

日本、韓国、台湾の拠点空港を対象に実態調日本、韓国、台湾の拠点空港を対象に実態調
査を実施し、初めてトランジット流動の詳細な査を実施し、初めてトランジット流動の詳細な
把握把握

トランジット貨物のトランジット貨物のODODを国別に把握を国別に把握

貨物のトランジット時の滞留時間も推計貨物のトランジット時の滞留時間も推計

⇒⇒台湾における短時間、かつ深夜の荷捌きな台湾における短時間、かつ深夜の荷捌きな
ど、多くの特徴的な事実を明らかにど、多くの特徴的な事実を明らかに

(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007
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まとめまとめ
国際航空トランジット貨物の大半は、アジア大陸から国際航空トランジット貨物の大半は、アジア大陸から
北米に向かう貨物北米に向かう貨物。。中国から欧米方面へ向かう貨物中国から欧米方面へ向かう貨物
が圧倒的なシェアが圧倒的なシェア

大陸間の国際航空貨物輸送におけるハブアンドス大陸間の国際航空貨物輸送におけるハブアンドス
ポーク構造ポーク構造

東アジア周辺の巨大空港は大陸間の国際航空貨物東アジア周辺の巨大空港は大陸間の国際航空貨物
のゲートウェイ空港の地位をのゲートウェイ空港の地位をめぐってめぐって競争競争

品目としては、品目としては、電子部品、精密機械類、光学機器など電子部品、精密機械類、光学機器など
も多かった。も多かった。

⇒⇒各空港ともに貨物取り扱いサービスの質が安定して各空港ともに貨物取り扱いサービスの質が安定して
いるいる証拠証拠

⇒⇒時間制約の時間制約のない貨物はない貨物はトランジット輸送を敬遠しなくトランジット輸送を敬遠しなく
なっている。なっている。
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まとめまとめ

一連の調査で日本を出入りしている航空貨物、一連の調査で日本を出入りしている航空貨物、
特に関西と中部発着の航空貨物が仁川空港や特に関西と中部発着の航空貨物が仁川空港や
桃園空港を経由している現状も明らかに桃園空港を経由している現状も明らかに

関西空港や中部空港の最大の悩みは欧米への関西空港や中部空港の最大の悩みは欧米への
ネットワークネットワーク

これらの需要でも直行化するだけでもデイリーこれらの需要でも直行化するだけでもデイリー
のフレーターを誘致できる潜在需要が存在のフレーターを誘致できる潜在需要が存在

(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007(C) Mr. Taekyu KIM, Institute for Transport Policy Studies, 2007
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まとめまとめ

空港の競争力を強化するには、欧米方面への空港の競争力を強化するには、欧米方面への
幹線ネットワークの整備だけでなく、週５便以上幹線ネットワークの整備だけでなく、週５便以上
の十分な輸送力を備えていることが重要。の十分な輸送力を備えていることが重要。

モデル分析の結果からも空港間のシェアが、フモデル分析の結果からも空港間のシェアが、フ
レーター便数や、地理特性の影響を受けることレーター便数や、地理特性の影響を受けること
を明らかにすることができた。さらに、運賃の要を明らかにすることができた。さらに、運賃の要
因も強く働いていると確認できたが、証明が難し因も強く働いていると確認できたが、証明が難し
い。い。

以上の分析の結果、空港の競争力を決める決以上の分析の結果、空港の競争力を決める決
定的な要因は、幹線ネットワークの規模、とりわ定的な要因は、幹線ネットワークの規模、とりわ
けフレーターの就航状況であると判断できるけフレーターの就航状況であると判断できる
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日本の空港が国際航空貨物輸送ネットワーク日本の空港が国際航空貨物輸送ネットワーク
の拠点空港として発展していくためのの拠点空港として発展していくための課題課題

国際航空貨物輸送ネットワークの拡充国際航空貨物輸送ネットワークの拡充
東京以外の空港においては、オープンスカイの積極的な推進東京以外の空港においては、オープンスカイの積極的な推進

グローバルフォワーダーの誘致グローバルフォワーダーの誘致

空港内外の貨物関連施設の使用料の低減空港内外の貨物関連施設の使用料の低減
着陸料の低減着陸料の低減

⇒特に深夜時間帯の料金⇒特に深夜時間帯の料金

⇒フレーターに対する特別割引⇒フレーターに対する特別割引

カーゴターミナル関連コストの削減努力カーゴターミナル関連コストの削減努力

貨物関連貨物関連サービスサービスの改善の改善
2424時間通関＆操業体制時間通関＆操業体制

貨物の搬出にかかる時間の短縮貨物の搬出にかかる時間の短縮

作業品質の向上作業品質の向上
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ご静聴ご静聴
ありがとうございました。ありがとうございました。


